
　　　　

2026 年 7 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　サーバントホース第２単位　通称虹色BUDDY 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 真を磨き真を貫く。愛を以って動ず。幸たるは真の人として成長なり。

支援方針
個々の特性や個性を大切にし、体幹トレーニングとストレッチをはじめとする様々な活動を通して、ご利用者様の良さを伸ばす支援を行います。より良い支援を行うため、職員間での情
報の共有と支援の一本化、関係機関との連携をしっかりと行います。ご利用者、そしてご家族の方に喜んでいただける関わりと支援を大切にし、個々のニーズを踏まえた生活全般の質の
向上を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

日常の活動を通じて、健康状態の維持や改善、基本的な生活スキルの習得、生活習慣リズムの形成を支援します。ご本人の特性や年齢に応じた活動プログラムを丁寧に作成し、遊びや会
話を活用しながら健康・生活面に働きかけていきます。食事への不安感や身の回りのスキル習得など、発達特性や困り感に沿ったニーズにも丁寧にお応えします。ご家族のご協力を得な
がら施設と家庭が連携した両面的な支援体制を整え、日々の生活の中でその子らしさが発揮できるよう環境を整えていきます。

体幹トレーニングとストレッチを核に、身体を動かす楽しさの中で感覚の発達と運動機能の向上を図ります。楽しく夢中になって体を動かすうちに力が育まれるよう、安全な環境の中で
粗大運動・微細運動を組み合わせた活動プログラムを提供します。施設の設備や地域の資源も活用しながら、視覚感覚・バランス感覚・身体コントロール能力・姿勢保持といった力を丁
寧に育てていきます。

繰り返しのある身体活動を通じて、見通しをもつ力・切り替え・ルールの理解といった認知・行動面への支援を行います。ご本人の特性や年齢に応じたプログラムを作成し、数量・大
小・色などの概念形成や空間・時間に関する理解を育む活動も取り入れます。考え方の傾向や状況判断の仕方、自分と他者のとらえ方の違いを学ぶ機会を提供し、認知の発達と行動の幅
を広げる支援をします。認知の偏りやこだわりへの対応、感覚やコミュニケーションの困難から生じる行動障害の予防にも取り組みます。

日常のやりとりや活動プログラムを通じて、基本的な応答やコミュニケーションの基礎的能力を育み、自分の考えを伝え表出できる環境を整えます。傾聴・要求・質疑応答の場面におい
て、相手の意図を理解し相手の考えを認めるといった受容的なやりとりが身につくよう支援します。指差しや身振り、サインなども活用しながら、言語の受容と表出を丁寧に支援し、コ
ミュニケーション手段の選択と活用ができるようにいたします。

仲間と一緒にトレーニングやストレッチに取り組む活動を通じて、自然な形で他者との関わりを育てます。ご本人の特性に応じたプログラムの中で、順番・役割分担・ルールを守ること
といった集団参加の方法を学び、円滑な人間関係を目指すコミュニケーション技能の向上を図ります。自分の行動の特徴を理解し、気持ちや情動の調整ができるといった自己理解と行動
の調整についても支援します。誰かと同じ空間で過ごす経験を積み重ねながら、仲間づくりと社会性の習得を目指し、一人ひとりが「ここにいていい」と感じられる場づくりを大切にし
ます。

家族支援

基本支援体制として、養育者さまにむけた相談窓口を開いております。ご本人
の発達特性についての援助相談や、養育者さまの休息が必要なとき（レスパイ
ト）のご相談他、ペアレントトレーニングなど行っております。

移行支援

年齢毎のライフステージに沿った支援体制の備えを行ってまいります。情
報連携を行いつつ、支援が途切れることなく繋がり続けられるようにして
まいります。

本
人
支
援

地域支援・地域連携

教育・福祉・医療サービス等の地域資源や地域機関をご本人やご家族の方がご
利用される際、ニーズに応じて情報連携や日程調整、環境調整等の支援をいた
します。またボランティアといった地域参加活動も企画しております。

職員の質の向上

高度な支援サービスを維持するために、定期的な研修会への参加を当グ
ループに所属する職員の職責義務としております。また他施設と連携し、
多くの事例に触れることで職員の質の向上を目指してまいります。

主な行事等

サーバント夏祭り、クリスマス会、避難訓練、交通安全教室、入浴活動　また、活動プログラムにおきましても屋内、屋外外出にてそれぞれの季節に合わせ、皆様に喜んで頂くプログラ
ムを考えて作成しております。


